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綿　

田　
　
　

稔

一
、
経
緯

二
、
基
本
情
報

三
、
銘
記

四
、
特
徴

五
、
絵
に
つ
い
て

　
　
　

一
、
経
緯

　

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
に
全
六
巻
完
備
し
た
「
大
政
威
徳
天
縁
起
絵
巻
」

（「
大
政
」
は
題
箋
表
記
の
マ
マ
。
太
政
威
徳
天
縁
起
絵
巻
、
い
わ
ゆ
る
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
。
以
下
「
ギ

メ
本
」
と
略
記
す
る
）
が
あ
る
。
巻
第
六
奥
書
に
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
の
銘
記
が
あ
り
、
山
城

国
乙
訓
郡
開
田
庄
（
現
在
の
京
都
府
長
岡
京
市
の
一
部
）「
薬
水
場
寺
」
の
什
物
だ
っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
が
、
江
戸
時
代
に
当
地
の
長
岡
天
満
宮
（
開
田
天
満
宮
）
周
辺
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定

か
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
比
較
的
早
く
か
ら
地
域
の
外
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
が
最
終
的
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
年
も
不
詳
だ
が
、
美
術
館
設
立
者
の
エ
ミ
ー
ル
・
ギ

メ
（Ém

ile G
uim

et  

、
一
八
三
六
～
一
九
一
八
）
の
収
集
品
で
あ
る
と
い
う
。

　

本
絵
巻
は
学
界
に
は
す
で
に
知
ら
れ
た
も
の
で
、『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
（　
ギ
メ
美
術
館
』（
講

談
社
、
一
九
九
四
年
、
解
説
は
池
田
忍
氏
に
よ
る
）
に
カ
ラ
ー
の
部
分
図
と
モ
ノ
ク
ロ
の
全
図
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
巻
第
五
ま
で
の
不
完
全
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

奥
書
を
有
す
る
巻
第
六
の
存
在
が
奈
良
国
立
博
物
館
の
調
査
団
が
中
心
と
な
っ
た
『
海
外
所
在
日

本
美
術
品
調
査
報
告
（　
パ
リ
・
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館　
絵
画
』（
古
文
化
財
保
存
修
復
学
会
、
一

九
九
六
年
）
で
紹
介
さ
れ
、
初
め
て
奥
書
の
翻
刻
が
行
わ
れ
た
。

　

日
本
へ
の
里
帰
り
は
「
天
神
さ
ま
の
美
術
」
展
（
東
京
国
立
博
物
館
・
福
岡
市
博
物
館
・
大
阪
市

立
美
術
館
を
巡
回
、
二
〇
〇
一
年
）
で
実
現
し
、
巻
第
一
・
第
四
・
第
六
の
三
巻
が
出
陳
さ
れ
た
。

図
録
の
作
品
解
説
は
鈴
木
幸
人
氏
に
よ
り
、上
宮
天
満
宮
本（
後
述
）と
の
親
近
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

続
い
て
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
二
〇
〇
五
年
度
に
か
け
て
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
「
在
外
日
本

古
美
術
品
保
存
修
復
協
力
事
業
」
で
修
復
さ
れ
、『
在
外
日
本
古
美
術
品
保
存
修
復
協
力
事
業
修

理
報
告
書　
平
成
十
八
年
度
』（
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
に
山
口
墨
仁
堂
に
よ
る
修
理

報
告
と
相
澤
正
彦
氏
に
よ
る
作
品
解
説
が
付
さ
れ
た
。

　

こ
の
修
復
事
業
の
間
、
稿
者
は
東
京
文
化
財
研
究
所
側
の
担
当
者
を
務
め
、
二
〇
〇
四
年
九
月

十
日
に
は
修
復
経
過
を
確
認
す
る
中
で
本
紙
裏
面
の
墨
書
を
直
接
確
認
し
、
二
〇
〇
五
年
十
月
二

十
四
日
に
も
絵
巻
物
研
究
者
と
国
文
学
研
究
者
を
交
え
た
合
同
調
査
を
行
っ
た
（
稿
者
以
下
の
参

加
者
は
鈴
木
廣
之
・
津
田
徹
英
・
相
澤
正
彦
・
山
本
五
月
・
酒
井
美
奈
・
佐
藤
直
子
の
各
氏
）。
ま
た
修

復
前
後
の
写
真
撮
影
も
そ
れ
ぞ
れ
東
京
文
化
財
研
究
所
で
行
い
、
二
〇
〇
六
年
に
作
品
を
返
送
し

た
後
に
は
、
当
時
同
僚
だ
っ
た
土
屋
貴
裕
氏
と
当
研
究
所
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
て
も
ら
っ
て
い

た
佐
藤
直
子
・
大
月
千
冬
両
氏
、
都
合
三
人
の
協
力
者
を
得
て
全
六
巻
の
詞
書
の
解
読
を
行
っ
た
。

た
だ
、
あ
ら
か
じ
め
発
表
時
期
と
媒
体
を
定
め
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
の
作
業
に

二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

必
ず
し
も
専
門
家
と
は
言
え
な
い
稿
者
自
身
が
気
長
に
構
え
て
い
た
の
と
は
別
に
、
こ
の
絵
巻

の
存
在
は
地
元
・
長
岡
京
市
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
こ
の
た
び
『
長
岡
京
市
文
化
財
調
査

報
告
書　
第
六
十
三
冊　
長
岡
天
満
宮
資
料
調
査
報
告
書　
美
術
・
中
世
編
』（
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
二
年
）
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
こ
に
鈴
木
幸
人
氏
に
よ
る
「
フ
ラ
ン
ス
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術

館
蔵
・
太
政
威
徳
天
縁
起
︱
天
神
縁
起
絵
の
系
譜
に
お
け
る
位
置
︱
」
と
仁
木
宏
氏
に
よ
る
「
中

世
の
開
田
荘
（
村
）
と
中
小
路
氏
︱
縁
起
絵
巻
制
作
の
地
域
史
的
意
義
︱
」
が
掲
載
さ
れ
、
稿
者

が
い
ず
れ
調
べ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
種
々
の
事
実
確
認
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
ギ
メ
本
の
紹
介
は
ほ
ぼ
一
段
落
し
た
が
、
依
然
と
し
て
巻
第
六
の
全
貌
が
紹
介

さ
れ
て
お
ら
ず
、
詞
書
全
部
の
翻
刻
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
研
究
材
料
と
し
て
研
究
者
が

情
報
を
共
有
で
き
て
い
な
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
断
片
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
情
報

︱
︱　
解
題　
︱
︱
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五
六

が
混
乱
し
て
き
た
よ
う
な
面
も
あ
り
、
訂
正
を
要
す
る
部
分
も
若
干
あ
る
の
で
、
本
誌
に
改
め
て

詞
書
の
全
文
を
翻
刻
し
て
全
巻
の
図
版
と
と
も
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
多
く
を

先
行
研
究
に
負
い
、ま
た
そ
れ
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
願
い
た
い
。

　
　
　

二
、
基
本
情
報

　

紙
本
著
色
、
巻
子
装
六
巻
。
国
立
ギ
メ
東
洋
美
術
館
（M

usée national des Arts asiatiques-G
ui-

m
et

）蔵（
蔵
品
番
号M

G
8631

～8636

）。
添
状
な
ど
の
付
属
資
料
は
な
い
。
法
量
は
次
の
通
り（
単

位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

〔
巻
第
一
〕
縦
三
一
・
三　

全
長
九
四
四
・
七

第
一
紙　

四
〇
・
〇
／
第
二
紙　

四
一
・
二
／
第
三
紙　

四
一
・
二
／
第
四
紙　

四
一
・
〇
／
第

五
紙　

四
一
・
〇
／
第
六
紙　

四
〇
・
九
／
第
七
紙　

四
〇
・
九
／
第
八
紙　

四
一
・
〇
／
第
九

紙　

四
一
・
一
／
第
十
紙　

四
一
・
三
／
第
十
一
紙　

四
一
・
一
／
第
十
二
紙　

四
一
・
一
／
第

十
三
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
四
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
五
紙　

四
一
・
一
／
第
十
六
紙　

四
一
・

一
／
第
十
七
紙　

四
一
・
一
／
第
十
八
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
九
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
紙　

四
一
・
一
／
第
二
十
一
紙　

四
〇
・
四
／
第
二
十
二
紙　

三
四
・
〇
／
第
二
十
三
紙　

四
〇
・
九

／
第
二
十
四
紙　

九
・
四

〔
巻
第
二
〕
縦
三
一
・
一　

全
長
一
一
二
五
・
六

第
一
紙　

三
九
・
七
／
第
二
紙　

四
〇
・
〇
／
第
三
紙　

三
〇
・
〇
／
第
四
紙　

四
〇
・
七
／
第

五
紙　

四
〇
・
五
／
第
六
紙　

四
〇
・
六
／
第
七
紙　

四
〇
・
八
／
第
八
紙　

四
〇
・
六
／
第
九

紙　

四
〇
・
五
／
第
十
紙　

四
〇
・
六
／
第
十
一
紙　

四
〇
・
五
／
第
十
二
紙　

四
〇
・
五
／
第

十
三
紙　

四
〇
・
七
／
第
十
四
紙　

四
〇
・
七
／
第
十
五
紙　

四
〇
・
七
／
第
十
六
紙　

四
〇
・

五
／
第
十
七
紙　

四
〇
・
六
／
第
十
八
紙　

四
〇
・
七
／
第
十
九
紙　

四
〇
・
八
／
第
二
十
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
一
紙　

四
〇
・
七
／
第
二
十
二
紙　

四
〇
・
七
／
第
二
十
三
紙　

四
〇
・
七

／
第
二
十
四
紙　

四
〇
・
七
／
第
二
十
五
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
六
紙　

四
〇
・
五
／
第
二
十

七
紙　

四
〇
・
六
／
第
二
十
八
紙　

四
〇
・
一

〔
巻
第
三
〕
縦
三
一
・
四　

全
長
一
〇
四
一
・
〇

第
一
紙　

二
五
・
九
／
第
二
紙　

四
〇
・
八
／
第
三
紙　

四
〇
・
八
／
第
四
紙　

四
〇
・
九
／
第

五
紙　

四
〇
・
八
／
第
六
紙　

四
〇
・
九
／
第
七
紙　

四
一
・
〇
／
第
八
紙　

四
〇
・
八
／
第
九

紙　

四
一
・
〇
／
第
十
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
一
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
二
紙　

四
〇
・
九
／
第

十
三
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
四
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
五
紙　

四
〇
・
八
／
第
十
六
紙　

四
〇
・

八
／
第
十
七
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
八
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
九
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
一
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
二
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
三
紙　

四
一
・
〇

／
第
二
十
四
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
五
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
六
紙　

三
三
・
三

〔
巻
第
四
〕
縦
三
一
・
四　

全
長
八
三
二
・
四

第
一
紙　

三
九
・
九
／
第
二
紙　

四
〇
・
七
／
第
三
紙　

四
〇
・
八
／
第
四
紙　

四
〇
・
七
／
第

五
紙　

四
〇
・
八
／
第
六
紙　

四
〇
・
九
／
第
七
紙　

四
〇
・
七
／
第
八
紙　

四
〇
・
六
／
第
九

紙　

四
〇
・
四
／
第
十
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
一
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
二
紙　

四
〇
・
七
／
第

十
三
紙　

四
〇
・
六
／
第
十
四
紙　

四
〇
・
八
／
第
十
五
紙　

四
〇
・
六
／
第
十
六
紙　

四
〇
・

九
／
第
十
七
紙　

四
〇
・
七
／
第
十
八
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
九
紙　

四
〇
・
七
／
第
二
十
紙　

四
〇
・
六
／
第
二
十
一
紙　

一
八
・
五

〔
巻
第
五
〕
縦
三
一
・
五　

全
長
一
一
〇
二
・
四

第
一
紙　

二
七
・
五
／
第
二
紙　

四
〇
・
九
／
第
三
紙　

四
〇
・
八
／
第
四
紙　

四
一
・
〇
／
第

五
紙　

四
一
・
〇
／
第
六
紙　

四
〇
・
九
／
第
七
紙　

四
一
・
〇
／
第
八
紙　

四
一
・
一
／
第
九

紙　

四
一
・
〇
／
第
十
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
一
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
二
紙　

四
一
・
〇
／
第

十
三
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
四
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
五
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
六
紙　

四
〇
・

九
／
第
十
七
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
八
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
九
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
一
紙　

四
〇
・
八
／
第
二
十
二
紙　

四
〇
・
八
／
第
二
十
三
紙　

四
〇
・
八

／
第
二
十
四
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
五
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
六
紙　

四
一
・
二
／
第
二
十

七
紙　

四
〇
・
四
／
第
二
十
八
紙　

一
〇
・
七
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五
七

〔
巻
第
六
〕
縦
三
一
・
〇　

全
長
一
一
四
六
・
三

第
一
紙　

二
八
・
一
／
第
二
紙　

四
一
・
一
／
第
三
紙　

四
〇
・
八
／
第
四
紙　

四
〇
・
七
／
第

五
紙　

四
〇
・
七
／
第
六
紙　

四
〇
・
八
／
第
七
紙　

四
〇
・
七
／
第
八
紙　

四
〇
・
七
／
第
九

紙　

四
〇
・
七
／
第
十
紙　

四
〇
・
七
／
第
十
一
紙　

四
一
・
〇
／
第
十
二
紙　

四
〇
・
九
／
第

十
三
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
四
紙　

二
〇
・
四
／
第
十
五
紙　

一
〇
・
二
／
第
十
六
紙　

四
〇
・

九
／
第
十
七
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
八
紙　

四
〇
・
九
／
第
十
九
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
一
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
二
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十
三
紙　

四
一
・
〇

／
第
二
十
四
紙　

四
一
・
〇
／
第
二
十
五
紙　

四
〇
・
六
／
第
二
十
六
紙　

四
〇
・
九
／
第
二
十

七
紙　

四
〇
・
五
／
第
二
十
八
紙　

四
〇
・
七
／
第
二
十
九
紙　

四
〇
・
九
／
第
三
十
紙　

二
五
・

九
　

本
紙
の
規
格
と
材
質
は
一
貫
し
て
い
て
、
一
部
極
端
に
短
い
紙
も
あ
る
も
の
の
脱
落
や
錯
簡
は

認
め
ら
れ
な
い
。
い
く
つ
か
の
箇
所
で
紙
継
部
分
に
乗
っ
た
絵
具
は
断
裂
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
今
回
の
修
復
以
前
に
は
本
格
的
な
修
復
は
ほ
ぼ
被
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
お

お
む
ね
紙
の
途
中
で
詞
と
絵
が
切
り
替
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
詞
と
絵
は
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
作
ら

れ
た
よ
う
で
、
字
が
絵
を
避
け
た
よ
う
な
箇
所
も
あ
れ
ば
、
絵
が
字
を
避
け
た
よ
う
な
箇
所
も
あ

る
。
た
だ
詞
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
行
間
の
つ
ま
っ
た
箇
所
も
あ
れ
ば
、
余
白
の
生
じ
た
箇
所
も

あ
り
、
巻
頭
か
ら
順
番
に
作
っ
て
い
た
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
い
ら
し
い
。

　

詞
と
絵
全
四
十
一
段
に
序
文
二
種
と
奥
書
が
付
さ
れ
る
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。
ア
ラ

ビ
ア
数
字
は
通
算
の
段
数
。「
＊
」
を
付
し
た
題
目
は
詞
の
み
あ
っ
て
対
応
す
る
絵
の
な
い
も
の
。

〔
巻
第
一
〕

　

真
名
序
文

　

序
文

（　
第
一
段　

道
真
化
現
／
養
育

（　
第
二
段　

幼
少
詩
作

（　
第
三
段　

大
戒
論
序

（　
第
四
段　

良
香
邸
弓
遊

（　
第
五
段　

吉
祥
院
五
十
賀
祝

（　
第
六
段　

一＊

時
十
詩
作
／
羅＊

城
門
鬼
（
絵
は
任
大
納
言
・
大
将
）

（　
第
七
段　

任＊

右
大
臣
／
家
集
奏
覧

〔
巻
第
二
〕

（　
第
一
段　

行
幸
密
議

（　
第
二
段　

陰
謀
呪
詛

（0　
第
三
段　

法
皇
佇
立

（（　
第
四
段　

紅
梅
殿
別
離
（
絵
は
「
配
流
陸
路
」
を
含
む
）

（（　
第
五
段　

配
流
陸
路
（
絵
は
前
段
に
入
る
）
／
配
流
海
路

（（　
第
六
段　

恩
賜
御
衣

〔
巻
第
三
〕

（（　
第
一
段　

後＊

江
相
公
登
省
／
長＊

谷
雄
嘆
／
天
拝
山

（（　
第
二
段　

道
真
薨
去
／
安
楽
寺
埋
葬

（（　
第
三
段　

柘
榴
天
神

（（　
第
四
段　

時
平
抜
刀

（（　
第
五
段　

尊
意
渡
水

（（　
第
六
段　

時
平
薨
去

（0　
第
七
段　

公
忠
奏
上

（（　
第
八
段　

菅
霊
述
奏

〔
巻
第
四
〕

（（　
第
一
段　

清
涼
殿
落
雷

（（　
第
二
段　

醍
醐
帝
崩
御

（（　
第
三
段　

日
蔵
六
道
順
歴
（
籠
居
・
出
立
）

（（　
第
四
段　

日
蔵
六
道
巡
歴
（
地
獄
邂
逅
・
閻
魔
王
宮
）

（（　
第
五
段　

日
蔵
奏
上
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五
八

（（　
第
六
段　

供
養
善
根

〔
巻
第
五
〕

（（　
第
一
段　

綾
子
託
宣

（（　
第
二
段　

太
郎
丸
託
宣

（0　
第
三
段　

社
殿
建
立

（（　
第
四
段　

九
条
殿
信
心

（（　
第
五
段　

内
裏
炎
上

（（　
第
六
段　

虫
喰
和
歌

（（　
第
七
段　

官
位
追
贈

〔
巻
第
六
〕

（（　
第
一
段　

待
賢
門
院
女
房

（（　
第
二
段　

世
尊
寺
仁
俊

（（　
第
三
段　

仁
和
寺
阿
闍
梨

（（　
第
四
段　

八
月
大
祭
／
結
語

（（　
第
五
段　

西
念
往
生

（0　
第
六
段　

銅
細
工
師
姉
妹
（
虐
待
・
参
籠
）

（（　
第
七
段　

銅
細
工
師
姉
妹
（
受
福
）

　

奥
書
／
裏
書

　
　
　

三
、
銘
記

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
本
絵
巻
の
巻
第
六
末
に
は
奥
書
が
あ
り
（
挿
図
（
）、
本
紙
（
第
三
十
紙

か
ら
第
二
十
九
紙
に
か
け
て
）
裏
面
に
も
直
接
墨
書
が
な
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
（
、
（
）。
全
文
は

次
の
通
り
。

　
　
〔
奥
書
〕

　
　

城
州
乙
訓
群
開
田
庄
薬
水
場
寺
例
宝
也

右
六
巻
縁
起
古
本
雖
有
之
破
損
之
条

新
書
写
記
於
事
書
者
愚
翰
甚
憚

巨
多
也
雖
然
応
施
主
之
懇
志
不
恥
諸
人

嘲
哢
寔
恐
怖
々
々
寺
院
再
興
鎮
社
瑞

籬
安
全
庄
内
繁
昌
別
而
明
神
守
護
所
願
成
弁

　

天
文
七
年
戊戌
十
一
月
廿
五
日
中
少
路
山
城
守
宗
綱
成
之

　
　
　
〔
裏
書
〕

　

其
大
願
主
蔵
福
寺
之

　

当
住
長
首
座
多
年

　

之
望
忽
令
成
者
也

　

併
氏
子
勧
徴
少
之
志

　

如
此
調
之
弥　

天
満
大

　

自
在
天
神
自
他
円
満

　

二
世
悉
地
所
願
如
意

　

之
冥
応
可
願
々
々

　

右
事
書
壹
部
右
筆

　

木
上
山
海
印
寺
住
侶
東
流

　

末
資
寂
照
院
大
阿
闍
梨

　

法
印
杲
雄
春
秋　
五
十
二

　

此
内
於
四
巻
能
勢
与
三

　

頼
直
廿
三
俗
弟
子
故
為
冥
加

　

令
書
之
畢

　

こ
れ
ら
が
一
筆
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
裏
書
の
書
体
は
詞
書
本
文
の
大
半
の
そ
れ
と

同
筆
と
み
ら
れ
る
。
奥
書
の
二
行
目
以
降
に
つ
い
て
は
こ
れ
と
は
別
筆
か
も
し
れ
な
い
が
、
裏
書

の
書
体
と
極
端
に
は
違
わ
な
い
。
ま
た
二
字
弱
下
が
っ
た
位
置
か
ら
始
ま
る
（
つ
ま
り
返
し
書
き

の
体
裁
を
と
る
）
奥
書
の
一
行
目
は
二
行
目
以
降
と
は
別
筆
か
も
し
れ
ず
、
裏
書
と
は
同
筆
の
よ
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五
九

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。「
右
六
巻
縁
起
…
…
宗
綱
成
之
」
の
部
分
が
奥
書
の
本
文
に
あ
た
り
、「
城

州
乙
訓
群
…
…
」
は
裏
面
の
「
其
大
願
主
…
…
可
願
々
々
」
と
一
体
の
も
の
で
本
文
の
補
記
、
こ

れ
に
続
く
「
右
事
書
壹
部
…
…
令
書
之
畢
」
は
補
記
筆
者
に
よ
る
署
名
に
あ
た
る
も
の
な
の
だ
ろ

う
。
以
上
を
勘
案
し
て
こ
の
銘
記
を
読
み
下
し
て
お
く
。

右
六
巻
の
縁
起
、
古
本
こ
れ
あ
り
と
い
へ
ど
も
破
損
の
条
、
新
た
に
書
写
し
記
す
。
事
書
に

お
い
て
は
愚
翰
す
る
こ
と
甚
だ
憚
り
巨
多
な
り
。し
か
り
と
い
へ
ど
も
施
主
の
懇
志
に
応
じ
、

諸
人
の
嘲
哢
を
恥
じ
ざ
る
こ
と
寔
に
恐
怖
恐
怖
。
寺
院
再
興
、
鎮
社
瑞
籬
安
全
、
庄
内
繁
昌
、

別
し
て
明
神
守
護
、
所
願
成
弁
。

　

天
文
七
年
〔
戊
戌
〕
十
一
月
二
十
五
日
、
中
少
路
山
城
守
宗
綱
こ
れ
を
成
す
。

城
州
乙
訓
群
（
郡
）
開
田
庄
薬
水
場
寺
の
例
宝
な
り
。
そ
れ
大
願
主
蔵
福
寺
の
当
住
長
首
座
、

多
年
の
望
み
忽
ち
成
ら
し
む
る
も
の
な
り
。
併
せ
て
氏
子
少
し
の
志
を
勧
徴
し
、
こ
の
ご
と

く
こ
れ
を
調
ふ
。
天
満
大
自
在
天
神
を
称
え
、
自
他
円
満
、
二
世
悉
地
、
所
願
如
意
の
冥
応
、

願
ふ
べ
し
願
ふ
べ
し
。

右
事
書
一
部
、
右
筆
は
木
上
山
海
印
寺
住
侶
東
流
末
資
寂
照
院
大
阿
闍
梨
法
印
杲
雄
〔
春

秋
五
十
二
〕。

こ
の
内
、
四
巻
に
お
い
て
は
能
勢
与
三
頼
直
〔
廿
三
〕、
俗
弟
子
ゆ
え
冥
加
の
た
め
こ
れ

を
書
か
せ
し
め
畢
ん
ぬ
。

　

こ
の
銘
記
か
ら
制
作
経
緯
が
か
な
り
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
要
約
し
て
箇
条
書
き
に
す
る
。

・
こ
の
絵
巻
全
六
巻
に
つ
い
て
は
「
古
本
」
が
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
破
損
し
た
た
め
、
新
調

し
た
。

・
山
城
国
乙
訓
郡
開
田
庄
（
荘
）
薬
水
場
寺
の
什
物
。

・
詞
書
と
奥
書
本
文
は
中
少
路
宗
綱
の
筆
。

・
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
十
一
月
二
十
五
日
（
月
例
祭
の
日
）
に
奉
納
。

・
大
願
主
は
蔵
福
寺
の
長
首
座
。
そ
の
他
、
氏
子
が
小
額
ず
つ
出
し
あ
っ
て
制
作
。

挿図 （　ギメ本　巻第六末　奥書
（修復後、（00（.（.（0 城野誠治撮影）

挿図 （　同 裏面（修復後、（00（.（.（0 城野誠治撮影）

挿図 （　同　裏書（修復中、（00（.（.（0 稿者撮影）
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六
〇

・
詞
書
一
セ
ッ
ト
の
右
筆
（
つ
ま
り
宗
綱
の
代
筆
）
は
海
印
寺
寂
照
院
の
杲
雄
（
五
十
二
歳
）。

・
た
だ
し
巻
第
四
の
詞
書
は
杲
雄
の
俗
弟
子
で
あ
る
能
勢
頼
直
（
二
十
三
歳
）
に
よ
る
。

　

と
な
る
と
結
局
、
こ
の
銘
記
の
全
文
は
宗
綱
右
筆
の
杲
雄
が
書
い
た
の
で
は
な
い
か
。
宗
綱
が

「
筆
之
」
で
は
な
く
「
成
之
」
と
し
た
の
も
、
そ
う
い
う
事
情
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
杲

雄
が
日
ご
ろ
か
ら
宗
綱
の
右
筆
を
務
め
て
い
て
、
結
果
的
に
書
風
が
似
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
開
田
庄
は
現
在
の
京
都
府
長
岡
京
市
の
阪
急
長
岡
天
神
駅
一
帯
で
、
主
に
仁
和
寺
と
東

寺
の
荘
園
で
あ
っ
た
（
以
下
、参
考
地
図
（
を
参
照
）。
も
と
も
と
は
菅
原
道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
）

の
所
領
で
、
太
宰
府
に
流
さ
れ
る
途
中
、
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
道
真
が
都
を
振
り
返
っ
た
「
見
返

天
神
」
の
故
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
中
少
路
宗
綱
は
当
地
の
土
豪
で
、
こ
の
絵
巻
が
奉
納
さ

れ
る
直
前
の
天
文
七
年
九
月
二
十
一
日
に
仁
和
寺
領
の
代
官
を
罷
免
さ
れ
た
ら
し
い
（『
大
館
常

興
日
記
』）。
こ
の
中
小
路
氏
は
菅
原
氏
の
支
族
で
、
菅
原
道
真
が
太
宰
府
に
流
さ
れ
た
時
に
開
田

か
ら
太
宰
府
ま
で
付
き
従
っ
た
中
小
路
宗
則
、
西
小
路
祐
仲
、
東
小
路
祐
房
の
子
孫
の
三
家
の
う

ち
、
唯
一
こ
の
時
期
ま
で
続
い
て
い
た
と
い
う
家
。
こ
の
家
柄
か
ら
し
て
中
小
路
宗
広
な
る
者
が

当
地
に
建
て
た
と
伝
え
る
天
満
宮
（
以
下
、
古
開
田
天
満
宮
と
仮
称
す
る
）
の
氏
子
代
表
だ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
し
、
あ
る
い
は
神
官
も
一
族
か
ら
出
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
応
仁
文
明
の

乱
で
当
地
一
帯
が
戦
場
と
な
っ
て
社
頭
退
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
後
、
明
応
七
年
に
天
満
宮
が
再

建
さ
れ
た
（
棟
札
写
）。
当
時
の
当
主
は
中
小
路
宗
数
で
、
宗
綱
は
そ
の
嗣
子
に
あ
た
る
と
み
ら

れ
る
。
宗
綱
は
「
中
少
路
」
と
自
署
し
、
江
戸
時
代
か
ら
代
々
長
岡
天
満
宮
の
宮
司
を
務
め
る
の

は
「
中
小
路
」
氏
で
、
両
家
の
関
係
性
は
不
分
明
な
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
宗
綱
の

中
少
路
家
が
中
小
路
一
族
を
代
表
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
中
少
路
山
城
守
宗
綱
は
、『
言
継
卿
記
』
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
正
月
十
一
日
条

に
騒
動
の
仲
裁
人
と
し
て
登
場
す
る「
仁
木
二
郎
内
中
小
河（
路
）山
城
守
」と
同
一
人
物
だ
ろ
う
。

な
ら
ば
宗
綱
は
あ
る
時
期
ま
で
幕
府
の
官
吏
と
し
て
京
都
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
宗
綱
が
居
館
・
開
田
城
を
構
え
る
開
田
庄
の「
薬
水
場
寺
」の
什
物
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、

奥
書
に
は
「
寺
院
再
興
」
の
文
字
も
あ
り
、
応
仁
文
明
の
乱
で
天
満
宮
と
と
も
に
退
転
し
た
に
相

違
な
い
当
寺
の
再
興
に
あ
た
っ
て
こ
の
絵
巻
が
新
調
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
天
神
縁
起
と
い
う
画
題

参考地図 （（背景地図等データは、国土地理院の電子国土 Web システムから提供されたもの）
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と
開
田
庄
と
い
う
立
地
条
件
、
二
十
五
日
と
い
う
奉
納
日
（
二
月
二
十
五
日
は
道
真
の
命
日
）
か
ら

し
て
こ
の
寺
が
古
開
田
天
満
宮
と
無
縁
の
は
ず
は
な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
こ
の
「
薬
水
場
寺
」
は

古
開
田
天
満
宮
の
神
宮
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
古
開
田
天
満
宮
の
社
殿
は
短
命
だ
っ
た
よ
う
で
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に

も
中
小
路
宗
俊
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
る
も
（
棟
札
写
）、
翌
年
の
慶
長
大
地
震
で
倒
壊
。
慶
長
三

年
（
一
五
九
八
）
に
宗
俊
と
宗
守
に
よ
っ
て
今
一
度
再
建
さ
れ
る
（
棟
札
写
）。
そ
れ
も
短
命
だ
っ

た
よ
う
で
、
開
田
庄
は
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
は
八
条
宮
家
領
に
編
入
さ
れ
、
ほ
ど
な
く
境

内
と
背
後
の
山
林
も
宮
家
に
寄
進
さ
れ
、
天
満
宮
は
山
林
の
側
へ
遷
座
し
た
。
そ
れ
か
ら
元
禄
年

間
に
か
け
て
順
次
現
在
の
長
岡
天
満
宮
（
挿
図
（
）
の
境
内
が
整
備
さ
れ
、
宗
俊
の
子
孫
・
宗
信

が
晴
れ
て
中
小
路
山
城
守
家
の
筋
目
を
相
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
明
治
三
年
「
長
岡
天
神
社
・
中

小
路
家
由
来
書
」『
長
岡
京
市
史
資
料
編
二
』
所
収
）。
天
満
宮
東
の
八
条
池
の
掘
削
も
こ
の
時
期
で
、

中
世
の
開
田
庄
に
こ
れ
ら
大
規
模
な
溜
池
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
幸
い
古
社
の
位
置
を
示
す

江
戸
時
代
の
指
図
が
数
件
伝
え
ら
れ
て
お
り
（
石
原
義
胤
家
文
書
・
桂
宮
家
領
関
係
絵
図
な
ど
）、
そ

れ
に
よ
れ
ば
八
条
池
の
東
側
、
現
在
の
長
岡
京
市
天
神
一
丁
目
十
番
に
「
古
社
の
跡
」
が
、
同
十

一
番
に
「
西
小
路
の
森
」
が
あ
っ
て
、「
西
小
路
の
森
」
の
一
角
に
は
井
戸
の
存
在
が
記
録
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
「
薬
水
」
の
出
る
井
戸
だ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、「
薬
水
場
寺
」
は
こ
こ
に
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
そ
れ
と
思
し
き
場
所
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
頃
の
「
山
城
国
乙
訓
郡
開
田
村
地

籍
全
図
」（
京
都
府
総
合
資
料
館
蔵
、
官
有
地
籍
図
〇
九
〇
）
で
は
と
も
に
「
林
」
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
都
市
計
画
基
本
図
で
は
完
全
に
田
地
と
な
っ
て
い
て
、
す

で
に
形
跡
す
ら
認
め
が
た
い
。
こ
の
た
め
該
当
地
を
厳
密
に
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
だ
が
、

そ
こ
は
現
在
、
個
人
宅
数
棟
と
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
大
願
主
の
長
首
座
な
る
僧
に
つ
い
て
は
不
詳
。
蔵
福
寺
に
つ
い
て
も
不
詳

で
あ
る
が
、「
首
座
」
の
役
職
名
か
ら
し
て
禅
寺
で
、
首
座
位
の
僧
が
当
住
を
務
め
て
い
る
か
ら

に
は
中
少
路
氏
な
い
し
開
田
周
辺
土
豪
の
私
寺
だ
ろ
う
。
長
首
座
自
身
も
中
少
路
氏
か
周
辺
土
豪

の
出
身
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
天
神
縁
起
奉
納
が
長
首
座
の
宿
願
だ
っ
た
か
ら
に
は
、
蔵

福
寺
が
す
な
わ
ち
薬
水
場
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

宗
綱
の
右
筆
を
務
め
た
杲
雄
は
開
田
庄
の
西
隣
に
位
置
す
る
奥
海
印
寺
村
の
土
豪
・
高
橋
氏
の

挿図 （　長岡天満宮（（0（（.（.（（ 稿者撮影）

挿図 （　海印寺寂照院（（0（（.（.（（ 稿者撮影）

挿図 （　上宮天満宮（（0（（.（.（（ 稿者撮影）
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六
二

出
で
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に
没
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
高
橋
伸
和
家
文
書
）。
木こ
の
か
み
さ
ん

上
山

海
印
寺
寂
照
院
は
真
言
宗
の
古
刹
で
、
現
在
も
当
時
と
同
じ
位
置
に
あ
る
（
挿
図
（
）。

　

そ
の
俗
弟
子
で
あ
る
能
勢
頼
直
は
や
は
り
開
田
庄
の
北
隣
に
位
置
す
る
今
里
村
の
土
豪
・
能
勢

氏
の
一
族
と
み
ら
れ
る
（
た
だ
し
江
戸
初
期
の
頼
直
と
は
別
人
）。
そ
の
頼
直
が
巻
第
四
の
詞
書
だ

け
を
担
当
し
た
。
実
際
に
巻
第
四
の
詞
書
だ
け
が
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
る
。
ち
な
み
に
能
勢
氏
の

今
里
城
は
当
時
、
南
禅
寺
末
と
な
っ
て
い
た
乙
訓
寺
と
隣
接
し
て
お
り
、
蔵
福
寺
も
こ
れ
と
関
係

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
神
仏
・
諸
派
・
聖
俗
・
老
若
入
り
交
じ
っ
て
の
制
作
と
奉
納
で
あ
っ
た
。
こ
の
当

時
、「
西
岡
国
衆
」
と
呼
ば
れ
る
当
地
の
中
小
土
豪
連
合
が
細
川
家
の
代
官
が
当
地
に
直
接
入
っ

て
い
る
こ
と
に
抵
抗
を
試
み
て
い
た
。
そ
の
試
み
は
結
局
の
と
こ
ろ
失
敗
に
終
わ
る
の
だ
が
、
こ

の
絵
巻
は
乙
訓
地
域
団
結
の
さ
さ
や
か
な
証
左
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
天
神
ゆ
か
り
の
土
地

柄
ゆ
え
、
八
幡
縁
起
で
も
融
通
念
仏
縁
起
で
も
な
く
天
神
縁
起
が
人
々
を
結
縁
す
る
格
好
の
メ
デ

ィ
ア
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
特
徴

　

ギ
メ
本
は
詞
書
冒
頭
の
特
徴
か
ら
甲
・
乙
・
丙
・
丁
に
分
類
さ
れ
る
天
神
縁
起
の
う
ち
、「
王

城
鎮
守
の
…
…
」で
始
ま
る
甲
類
に
属
す
る
。そ
の
中
で
も
序
文
中
に「
建
保
の
今
に
い
た
る
ま
で
」

の
字
句
を
含
む
建
保
本
系
統
に
属
し
、「（
そ
れ
）
王
城
擁
護
の
…
…
」
で
始
ま
る
点
は
、
建
保
本

系
統
の
中
で
も
ス
ペ
ン
サ
ー
本
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵
）
と
佐
太
文

明
本
（
後
述
）
と
一
致
す
る
。
本
文
は
全
体
と
し
て
佐
太
文
明
本
に
よ
り
近
い
。
た
だ
し
、
そ
の

序
文
の
前
に
丁
類
（
安
楽
寺
本
系
）
特
有
の
真
名
序
文
が
つ
き
、
ま
た
「
尊
意
渡
水
」
と
「
八
月

大
祭
」
後
半
の
詞
に
も
丁
類
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
一
時
十
詩
作
」
の
段
に
丙
類
第

二
種
と
丁
類
に
し
か
存
在
し
な
い
「
羅
城
門
鬼
」
の
詞
だ
け
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、真
名
序
文
で
は
「
北
野
太
政
威
徳
天
神
」
と
あ
る
一
方
、本
文
で
は
一
貫
し
て
「
大

政
威
徳
天
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
建
保
本
出
自
の
本
文
に
丁
類
出
自
の
序
文
が
取
っ
て
付
け
ら
れ

た
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

　

加
え
て
巻
第
二
末
の
三
段
分
に
お
い
て
「
紅
梅
殿
別
離
」
の
絵
に
直
接
「
配
流
陸
路
」
の
絵
が

続
き
、「
配
流
海
路
」
の
詞
と
「
配
流
陸
路
」
の
詞
が
こ
の
順
に
続
け
て
書
か
れ
た
後
、「
配
流
海
路
」

の
絵
が
あ
り
、「
恩
賜
御
衣
」
の
詞
と
絵
が
続
く
。「
紅
梅
殿
別
離
」「
配
流
海
路
」「
配
流
陸
路
」「
紅

梅
殿
別
離
」
と
い
う
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
や
佐
太
文
明
本
に
共
通
す
る
流
れ
に
対
し
て
混
乱
を
来
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
絵
だ
け
で
考
え
れ
ば
「
配
流
陸
路
」
を
「
配
流
海
路
」
の
前
に

持
っ
て
く
る
こ
と
は
甲
類
の
承
久
本
や
、
丙
類
で
も
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
。

　

同
様
の
混
乱
が
巻
第
六
に
も
認
め
ら
れ
る
。
通
常
は
最
後
に
位
置
す
る
べ
き
「
八
月
大
祭
」
が

「
仁
和
寺
阿
闍
梨
」
と
「
西
念
往
生
」
の
間
に
割
っ
て
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
言
の
内
容
や

長
短
を
無
視
し
て
位
置
だ
け
で
い
え
ば
こ
れ
は
丙
類
や
丁
類
に
共
通
す
る
特
徴
で
も
あ
る
が
、
甲

類
「
八
月
大
祭
」
の
通
常
の
詞
に
続
け
て
、
全
巻
の
結
語
に
あ
た
る
長
文
の
詞
（
途
中
ま
で
は
宮

内
庁
三
巻
本
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
）
が
付
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
な
っ
て
い

る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。

　

こ
の
特
徴
が
地
理
的
に
す
ぐ
近
く
に
所
在
す
る
上
宮
天
満
宮
本
と
一
致
す
る
こ
と
は
見
逃
せ
な

い
。
上
宮
天
満
宮
（
大
阪
府
高
槻
市
、
挿
図
（
）
は
、
開
田
庄
と
は
天
王
山
を
挟
ん
で
約
十
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
水
無
瀬
を
経
て
西
国
街
道
沿
い
に
歩
い
て
も
三
時
間
弱
の
距
離
に
あ
る
（
以
下
、

参
考
地
図
（
を
参
照
）。
そ
も
そ
も
太
宰
府
に
赴
い
て
故
道
真
に
官
位
を
追
贈
す
る
勅
使
を
務
め
た

菅
原
幹
正
が
都
へ
の
帰
途
に
当
地
を
通
っ
た
と
こ
ろ
、
突
如
と
し
て
牛
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
当
地
の
由
縁
を
調
べ
て
み
る
と
道
真
の
祖
先
で
あ
る
能
見
宿
禰
の
墓
が
あ
っ
た
た
め
、
幹

正
が
太
宰
府
か
ら
持
ち
帰
っ
た
道
真
自
画
像
を
当
地
に
祀
る
こ
と
に
し
た
の
が
上
宮
天
満
宮
の
始

ま
り
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
上
宮
天
満
宮
は
安
楽
寺
（
太
宰
府
）
天
満
宮
に
次
ぐ
我
が
国
第
二

の
天
満
古
社
と
称
す
る
。
ま
た
当
地
の
観
世
音
寺
（
現
在
の
廣
智
寺
が
そ
の
後
身
）
に
は
聖
徳
太
子

手
彫
り
の
観
音
菩
薩
像
が
あ
っ
た
と
伝
わ
り
（
廣
智
寺
に
現
存
す
る
木
像
は
大
阪
府
指
定
文
化
財
）、

当
地
の
天
満
宮
が
「
上
宮
」
す
な
わ
ち
聖
徳
太
子
の
名
を
冠
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
上
宮
天
満
宮
に
伝
存
す
る
天
神
縁
起
絵
巻
全
六
巻
は
巻
第
一
と
巻
第
四
が
江
戸
時
代
の
補
作

の
た
め
、
冒
頭
の
当
初
の
様
子
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
や
は
り
「
大
政
威
徳
天
縁
起
」
と
称
し
、

全
巻
に
わ
た
っ
て
絵
の
基
本
的
な
図
柄
は
ギ
メ
本
と
同
様
で
あ
る
。
巻
第
六
の
「
八
月
大
祭
」
の

位
置
は
ギ
メ
本
と
一
致
し
、
一
般
的
な
詞
章
に
続
く
特
徴
的
な
結
語
の
字
句
も
ほ
ぼ
共
通
す
る
。

巻
第
二
に
つ
い
て
は
「
紅
梅
殿
別
離
」
の
絵
と
詞
に
続
い
て
「
配
流
海
路
」
と
「
配
流
陸
路
」
の

絵
が
続
け
て
描
か
れ
、
詞
も
「
配
流
海
路
」「
配
流
陸
路
」
の
順
に
続
け
て
書
か
れ
た
後
、「
恩
賜

御
衣
」の
段
が
続
く
。
や
は
り
通
常
の
流
れ
か
ら
す
る
と
若
干
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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六
三

　

一
見
す
る
と
こ
の
上
宮
天
満
宮
本
と
ギ
メ
本
に
は
直
接
的
な
転
写
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
そ

う
と
も
限
ら
な
い
。
こ
の
上
宮
天
満
宮
本
に
も
や
は
り
奥
書
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
制
作
事
情
が

判
明
す
る
。
ギ
メ
本
同
様
に
全
貌
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
作
例
で
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る
詳

し
い
検
証
と
全
貌
の
紹
介
が
切
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
箇
条
書
き
に

し
て
お
く
。

・
摂
津
国
嶋
上
郡
田
辺
村
（
現
在
の
J
R
高
槻
駅
付
近
一
帯
）
の
上
宮
天
満
宮
の
神
宮
寺
で
あ
る
観

音
寺
の
什
物
。

・
そ
も
そ
も
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
に
詞
書
を
書
写
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に
絵
を
つ
け

た
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
所
持
す
る
人
が
三
宝
寺
に
い
た
の
で
、
忍
頂
寺
（
真
言
宗
。
現
在

の
大
阪
府
茨
木
市
北
部
に
所
在
）
西
坊
の
行
聖
律
師
が
借
り
受
け
て
田
辺
村
の
僧
に
寄
せ
、
そ
れ

を
も
と
に
作
り
な
お
し
た
も
の
。

・
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
二
月
二
十
五
日
（
道
真
命
日
）
奉
納
。

・
詞
書
は
嘉
吉
三
年
本
と
同
じ
行
乗
（
八
十
歳
）
に
よ
る
。

　

土
地
の
豪
族
の
名
前
は
挙
が
ら
な
い
が
、
や
は
り
諸
派
入
り
交
じ
っ
て
の
制
作
で
、
神
宮
寺
に

納
め
ら
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
ギ
メ
本
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
上
宮
天
満
宮
と
観
音
寺

（
＝
観
世
音
寺
）
に
「
古
本
」
は
な
か
っ
た
よ
う
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
三
宝
寺
に
あ
っ
た
（
持
っ

て
い
る
人
が
そ
こ
に
い
た
と
い
う
微
妙
な
言
い
回
し
で
あ
る
が
）
も
の
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
三
宝
寺
と
は
淀
川
下
流
、
江
口
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）
に
あ
っ
た
達
磨
宗
の
寺
院
を

指
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
近
隣
に
は
や
は
り
道
真
ゆ
か
り
の
小
松
の
天
満
宮
（
現
在
の
松
山
神
社
）

が
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
三
宝
寺
に
は
小
松
の
天
満
宮
の
神
宮
寺
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
と
類
推

で
き
る
。
そ
の
三
宝
寺
所
在
本
は
嘉
吉
三
年
に
詞
書
を
書
写
し
た
も
の
と
い
う
の
だ
か
ら
、
や
は

り
何
か
典
拠
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
長
禄
二
年
に
な
っ
て
絵
を
つ
け
た
と
い
う
。
詞
書

と
絵
が
別
進
行
に
な
っ
て
い
る
点
は
、
後
代
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
同
じ
く
上
宮
天
満
宮
に
詞

書
だ
け
の
写
本
（
い
わ
ゆ
る
正
嘉
本
、
丙
類
）
が
伝
わ
る
こ
と
や
、
上
宮
天
満
宮
か
ら
南
南
西
へ

約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
淀
川
の
対
岸
に
位
置
す
る
佐
太
天
満
宮
（
大
阪
府
守
口
市
）
の
文
安
三

年
（
一
四
四
六
）
本
（
詞
は
甲
類
、
絵
は
丙
類
）
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
佐
太
天
満
宮
に
は
建
保
本

系
統
と
し
て
絵
も
詞
も
完
備
し
た
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
本
も
あ
っ
た
。

　

十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て
各
地
で
続
々
と
天
神
縁
起
絵
巻
が
制
作
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
影
響
関
係
が
あ
り
そ
う
な
の
だ
が
、
ギ
メ
本
と
上
宮
天
満
宮
本
の
よ
う
に
、
地

域
的
に
も
内
容
的
に
も
強
い
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
意
外
に
珍
し
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
な
の
は
ギ
メ
本
の
前
段
階
と
し
て
「
古
本
」
が
あ
っ
た
と
い
う
ギ
メ
本
奥
書
の
記
述
で
あ
る
。

そ
の
所
在
は
必
ず
し
も
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
も
そ
も
室
町
時
代
の
古
開
田
天
満
宮
付
近

に
「
古
本
」
が
伝
来
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
の
「
古
本
」
を
道
真
ゆ
か
り

の
中
小
路
（
中
少
路
）
氏
が
管
轄
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
こ
の
「
古
本
」
は
少
な
く

参考地図（（背景地図等データは、国土地理院の電子国土Webシステムから提供されたもの）
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と
も
近
隣
地
域
で
相
当
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
天
文

七
年
の
時
点
で
「
破
損
」
し
て
い
た
。
応
仁
文
明
の
乱
の
間
は
中
少
路
氏
が
持
っ
て
逃
げ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
古
く
な
っ
て
傷
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
古
く
な
る

と
、
強
い
巻
き
ぐ
せ
が
つ
き
、
糊
が
弱
ま
っ
て
紙
継
が
離
れ
が
ち
で
あ
る
。
継
ぎ
直
す
時
に
順
序

が
狂
う
こ
と
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ギ
メ
本
の
巻
第
二
と
巻
第
六
の
混
乱
は
、
配
置

変
更
に
深
い
意
味
が
あ
る
と
い
う
よ
り
、「
古
本
」
の
「
破
損
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
上
宮
天
満
宮
本
に
も
同
様
の
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
宮
天
満
宮
本
の
典
拠
と

な
っ
た
三
宝
寺
所
在
本
の
詞
が
書
か
れ
た
嘉
吉
三
年
か
そ
こ
に
絵
が
つ
け
ら
れ
た
長
禄
二
年
の
時

点
で
、
三
宝
寺
所
在
本
が
典
拠
と
し
た
も
の
が
す
で
に
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示

す
。

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
と
く
に
巻
第
二
と
巻
第
六
に
問
題
が
あ
っ
た
。
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
も
同
じ

系
統
の
も
の
で
、
し
か
も
そ
れ
は
地
理
的
に
そ
う
離
れ
て
い
な
い
佐
太
天
満
宮
の
文
安
本
と
も
文

明
本
と
も
違
う
。
つ
ま
り
、三
宝
寺
所
在
本
の
典
拠
と
な
っ
た
の
も
や
は
り
古
開
田
天
満
宮
の「
古

本
」
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
ギ
メ
本
と
上
宮
天
満
宮
本
と
の
親
近
性
は

説
明
し
に
く
い
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
古
開
田
天
満
宮
の
「
古
本
」
が
い
つ
成
立
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
よ
る
分
析
に
委
ね
た
い
。
応
仁
文
明
の
乱
を
相
当
に
さ
か
の

ぼ
る
あ
る
時
点
に
中
小
路
宗
広
に
よ
っ
て
古
開
田
天
満
宮
と
そ
の
神
宮
寺
が
創
設
さ
れ
た
は
ず

で
、「
古
本
」
の
成
立
時
期
は
お
そ
ら
く
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
建
保

本
系
統
の
作
例
を
も
と
に
、
安
楽
寺
本
そ
の
他
、
そ
の
当
時
得
ら
れ
た
種
々
の
情
報
を
継
ぎ
合
わ

せ
る
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
の
が
こ
の
「
古
本
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
巻
第
二
と

巻
第
六
の
特
徴
も
こ
の
時
点
で
す
で
に
生
じ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

五
、
絵
に
つ
い
て

　

ギ
メ
本
の
絵
に
つ
い
て
は
、
相
当
の
基
礎
訓
練
を
受
け
た
絵
師
の
作
と
み
え
て
、
色
数
が
豊
か

で
描
き
込
み
も
細
や
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
物
の
描
写
な
ど
に
素
朴
で
稚
拙
で
お
お

ら
か
な
一
面
も
み
せ
、
技
術
の
あ
る
職
業
絵
師
が
あ
え
て
素
人
風
に
描
い
て
い
る
よ
う
な
風
情
が

あ
る
。
現
存
遺
品
で
判
断
す
る
限
り
、中
世
の
天
神
縁
起
の
大
半
は
素
朴
な
素
人
風
の
絵
で
あ
る
。

古
開
田
天
満
宮
の
「
古
本
」
の
絵
も
お
そ
ら
く
そ
の
系
統
の
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
表
現
に
引

き
ず
ら
れ
て
こ
う
な
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
も
「
古
本
」
の
規
範
力
が
窺
わ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
近
郊
に
は
少
な
く
と
も
弘
安
本
系
統
で
芝
観
深
筆
の
佐
太
文
安
本
が
あ
り
、
北
野
天
満
宮

に
も
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）
の
土
佐
光
信
筆
本
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
奈
良
や
京
都
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
技
術
的
に
高
水
準
の
絵
よ
り
も
、素
朴
な
「
古
本
」
の
方
が
在
地
の
人
々

に
と
っ
て
典
拠
と
し
て
説
得
力
が
あ
っ
た
の
だ
。
巧
い
も
の
が
直
ち
に
規
範
と
し
て
君
臨
す
る
の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
窪
田
統
泰
筆
「
日
蓮
上
人
註
画
讚
」（
本
圀
寺
蔵
）
が
時
期
の

近
い
作
例
と
な
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
樹
木
の
描
写
な
ど
に
土
佐
光
茂
の
風
が
濃
厚
に
あ
っ
て
、
有

名
流
派
臭
の
あ
ま
り
な
い
ギ
メ
本
と
は
大
い
に
趣
を
異
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
絵
師
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
ち
な
み
に
『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
』
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
十
二
月
晦
日
条
に
付
記
さ
れ
る
「
天
下
絵
所
」
の
な
か
に
「
溝

杭　

粟
口
之
弟
子
、
在
奈
良
、
次
郎
左
衛
門
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
明
応
五
年
（
一
四

九
六
）
正
月
八
日
条
に
も
「
心
経
会
幡
竹
事
、
三
輪
・
菩
提
山
両
所
成
奉
書
、
杉
原
六
枚
奉
行
申

之
、
絵
所
事
先
日
仰
之
、
可
進
代
官
云
々
、
絵
所
溝
杭
可
申
云
々
」
と
あ
る
。
溝
杭
と
い
う
の
は

摂
津
国
島
下
郡
溝
杭
庄
で
、
現
在
の
大
阪
府
茨
木
市
五
十
鈴
町
か
ら
目
垣
に
か
け
て
の
一
帯
を
指

す
。
こ
の
当
時
は
佛
照
寺
と
い
う
浄
土
真
宗
の
大
寺
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
地
に
絵

所
が
あ
っ
て
、
系
統
的
に
は
粟
田
口
絵
所
の
弟
子
筋
で
、
そ
の
棟
梁
で
あ
る
次
郎
左
衛
門
な
る
者

が
文
明
九
年
当
時
は
奈
良
に
避
難
し
て
お
り
、
明
応
五
年
当
時
も
奈
良
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

を
こ
れ
ら
の
記
事
は
示
し
て
い
る
。
溝
杭
は
上
宮
天
満
宮
と
佐
太
天
満
宮
を
直
線
で
結
ん
だ
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
代
々
こ
の
近
辺
で
の
画
事
を
請
け
負
う
絵
所
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。
確
か
に
ギ
メ
本
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
宮
天
満
宮
と
佐
太
天
満
宮
も
ま
っ
た
く
の
素
人

絵
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
絵
を
描
く
在
地
の
絵
所
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
粟
田
口
絵
所
や
南
都
絵
師

と
交
流
し
て
ギ
メ
本
の
よ
う
な
様
式
に
た
ど
り
着
く
も
不
思
議
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
上
宮
天
満

宮
本
や
佐
太
文
明
本
、
ギ
メ
本
が
こ
の
溝
杭
絵
所
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な

い
が
、
そ
う
い
う
絵
所
も
あ
っ
た
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
置
い
て
お
い
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
蛇
足
な

が
ら
備
忘
の
た
め
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
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絵
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ
付
言
し
て
お
く
。
有
名
な
「
恩
賜
御
衣
」
の
場
面
（
図
版
（
）
に
つ

い
て
、稿
者
は
こ
の
場
面
が
本
当
に
「
一
年
前
に
帝
か
ら
賜
っ
た
衣
を
前
に
悲
嘆
に
く
れ
る
道
真
」

の
場
面
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
嘆
き
悲
し
む
道
真
の
前
に
硯
箱
と
文
台
が

あ
り
、
文
台
の
上
に
は
四
角
い
白
い
も
の
が
ふ
た
つ
並
ん
で
い
て
、
お
よ
そ
御
衣
に
は
見
え
な
い

か
ら
で
あ
る
。
九
月
十
日
の
話
な
の
に
梅
が
満
開
な
と
こ
ろ
も
お
か
し
い
。
あ
る
い
は
「
長
谷
雄

嘆
」
の
場
面
と
混
同
し
て
い
る
の
か
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
実
は
こ
の
図
柄
は
「
恩
賜
御

衣
」
の
情
景
と
し
て
か
な
り
一
般
的
な
も
の
で
、
逆
に
「
長
谷
雄
嘆
」
の
情
景
と
し
て
は
一
般
的

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
や
は
り
「
恩
賜
御
衣
」
の
場
面
な
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
御

衣
を
前
に
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
去
年
栄
華
の
中
で
作
っ
た
漢
詩
と
今
年
零
落
の
身

で
作
っ
た
漢
詩
と
を
文
台
に
並
べ
て
悲
嘆
に
く
れ
て
い
る
情
景
と
で
も
解
す
る
し
か
な
い
。
全
巻

を
通
じ
て
道
真
に
は
梅
花
が
描
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
梅
花
は
季
節
で
は
な
く
、
道
真

そ
の
人
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
素
朴
系
の
絵
に
も
、ひ
と
口
に
「
下
手
」「
無
理
解
」

と
は
切
り
捨
て
ら
れ
な
い
、
そ
れ
な
り
の
表
現
世
界
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
場
面
の
庭
先
に
控
え
る
三
名
こ
そ
が
、
中
小
路
宗
則
、
西
小
路
祐
仲
、
東
小
路
祐

房
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
総
じ
て
ギ
メ
本
は
基
本
的
な
図
柄
を
共
有
す
る
ス
ペ
ン
サ
ー
本
・
上
宮

天
満
宮
本
・
佐
太
文
明
本
よ
り
も
登
場
人
物
が
多
い
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
三
人
に
も
特
に
意
味
は

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
場
面
に
限
っ
て
は
そ
う
い
う
邪
推
を
誘
わ
ず
に
は
お
か
な
い
。

い
や
、
開
田
の
人
々
に
は
そ
う
見
え
た
に
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
後
、
こ
の
三
人
は
道
真
か

ら
暇
を
出
さ
れ
て
開
田
に
戻
っ
た
。
彼
ら
は
形
見
と
し
て
道
真
手
彫
り
の
道
真
像
と
、
道
真
の
護

り
本
尊
で
あ
っ
た
観
音
菩
薩
像
と
雨
宝
童
子
像
を
当
地
に
持
ち
帰
っ
た
と
伝
え
る
。
そ
れ
ら
は
三

尊
寺
に
ま
つ
ら
れ
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
時
に
住
職
の
観
誉
が
背
負
っ
て
西
国
へ
逃
げ
、
そ
の
ま
ま

戻
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
開
田
に
は
道
真
が
腰
掛
け
て
都
を
振
り
返
っ
た
石
と
そ
の
左
右
に
植
え

ら
れ
た
榊
と
い
う
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
西
小
路
の
古
屋
敷
内
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、
腰
掛
石

は
明
智
光
秀
が
勝
龍
寺
城
に
入
っ
た
時
に
庭
石
と
し
て
略
奪
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
土
中
に
埋
め

て
し
ま
い
、
そ
の
後
は
行
方
不
明
と
い
う
。
一
方
の
榊
は
火
災
に
も
負
け
ず
に
生
い
茂
っ
た
と
い

う
（「
西
小
路
の
森
」
は
そ
の
名
残
だ
ろ
う
）。
天
満
宮
に
古
来
よ
り
祀
っ
て
い
る
道
真
像
は
、
い
つ

か
は
わ
か
ら
な
い
が
人
が
来
て
刻
ん
で
い
っ
た
も
の
と
伝
え
、
そ
の
天
満
宮
は
そ
も
そ
も
中
小
路

宗
広
が
良
い
土
地
を
選
ん
で
創
建
し
た
も
の
と
い
う
（
以
上
「
長
岡
天
神
社
・
中
小
路
家
由
来
書
」）。

こ
れ
ら
の
伝
承
が
そ
れ
ぞ
れ
史
実
な
の
か
は
と
も
か
く
、
絵
巻
に
先
祖
の
姿
が
し
っ
か
り
と
描
か

れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
開
田
の
土
地
に
と
っ
て
は
こ
れ
で
十
分
に
「
ご
当
地
縁
起
」
だ
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

付
記本

稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
当
時
）
の
百
瀬
ち
ど
り
氏
に
現

地
を
ご
案
内
い
た
だ
く
な
ど
、
種
々
の
情
報
提
供
を
賜
っ
た
。
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
北
海
道
大
学
の
鈴
木
幸
人
氏
、
上
宮
天
満
宮
本
に
つ
い
て
面
倒
な
確
認
作

業
を
お
願
い
し
て
し
ま
っ
た
大
阪
市
立
美
術
館
の
秋
田
達
也
氏
と
も
ど
も
、
お
名
前
を
記
し
て
感
謝
し

た
い
。

（
わ
た
だ　
み
の
る
・
企
画
情
報
部
文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
室
長
）
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